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運用報告書（全体版） 
第４期（決算日 2020年１月27日）

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 
「りそなラップ型ファンド（安定型）/（安定成長型）/（成長型）」は、2020年１月27日に第４期の決算を
行いましたので、期中の運用状況ならびに決算のご報告を申し上げます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

りそなラップ型ファンド 
（安定型）/（安定成長型）/（成長型） 
愛称：R246（安定型）/（安定成長型）/（成長型） 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 
愛称：R246（安定型） 

 

 
第４期（決算日 2020年１月27日） 

  
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 信 託 期 間 2016年２月26日から無期限です。 

運 用 方 針 
主として以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式・上場投資信託
証券ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含む。）への分散投資を行い、信託財産の中長
期的な安定性を重視した運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

りそなラップ型ファンド（安定型） 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド ・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている

新興国の債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド ・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている株式 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている先進国株式等（日本の株式を除きま

す。以下同じ。） 
・先進国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 
・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券（一般社団法人投資信託協

会規則に規定する不動産投資信託証券をいいます。） 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信
託証券（一般社団法人投資信託協会規則に規定する不動産投資信託証券をいいます。） 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

主 な 
投 資 制 限 

りそなラップ型ファンド（安定型） 株式への実質投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 
不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合に
は、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向
等を勘案して分配金額を決定します。ただし、信託財産の中長期的な成長に資することを考慮して分配を行わないことがあります。 

 

 

 

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
2016年２月26日 10,000 － － － － － － 8,674 

１期(2017年１月25日) 10,185 0 1.9 14.2 0.9 72.4 11.6 20,784 
２期(2018年１月25日) 10,567 0 3.8 26.8 0.9 65.0 6.1 22,683 
３期(2019年１月25日) 10,330 0 △2.2 15.8 0.8 76.4 6.1 25,807 
４期(2020年１月27日) 10,764 0 4.2 13.1 2.3 77.3 6.0 30,465  

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2019年１月25日 10,330 － 15.8 0.8 76.4 6.1 

１月末 10,355 0.2 15.8 0.8 76.1 6.2 
２月末 10,464 1.3 15.0 0.8 77.6 5.9 
３月末 10,538 2.0 14.5 1.2 77.6 6.0 
４月末 10,550 2.1 14.7 0.9 77.1 5.9 
５月末 10,450 1.2 14.6 0.7 77.9 5.9 
６月末 10,571 2.3 14.6 1.1 77.6 6.0 
７月末 10,614 2.7 14.3 1.4 77.0 6.2 
８月末 10,627 2.9 8.1 1.3 83.6 6.0 
９月末 10,627 2.9 13.7 1.9 77.4 6.0 
10月末 10,661 3.2 13.5 3.0 78.3 6.0 
11月末 10,681 3.4 14.2 1.8 77.0 5.9 
12月末 10,696 3.5 19.6 2.6 70.9 6.0 
(期  末)       

2020年１月27日 10,764 4.2 13.1 2.3 77.3 6.0  
（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

○運用経過 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2019年１月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

各マザーファンドを通じて投資を行った結果、当ファンドの基準価額は前期末10,330円から当期末10,764

円となり、434円の値上がりとなりました。特に国内債券、先進国株式が基準価額の主な値上がり要因となり

ました。 

投資対象とする資産の当期間の値動きは、先進国債券（為替ヘッジあり）が下落した一方、そのほかのすべ

ての資産は上昇しました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

 

国内債券市況 

国内長期金利は、前期末と比較して横ばいでした。期の前半は、米中貿易摩擦問題への警戒感や世界景気の

減速懸念からリスク回避の姿勢が強まり、長期金利は低下（債券価格は上昇）基調となりました。期の後半は

ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）による利下げ等を受け世界的に金利が低下し、国内長期金利にも一層の低下

圧力がかかりました。期末にかけては、世界的な製造業の調整一巡を反映し、国内長期金利は上昇基調に転じ

ました。 

 

先進国債券市況 

先進国金利は、前期末と比較して、米欧ともに長期金利は低下（債券価格は上昇）しました。米長期金利は、

期の前半は米中貿易摩擦問題への警戒感や世界景気の減速懸念からリスク回避の姿勢が強まり、低下基調と

なりました。その後ＦＲＢの利下げ観測が高まり、期の後半に約10年半ぶりの利下げが決定すると、米長期金

利は約３年ぶりの水準まで低下しました。欧州各国の長期金利は、欧州景気の先行き懸念からＥＣＢ（欧州中

央銀行）の緩和観測が高まり、ドイツ長期金利がマイナス圏に転じるなど、期を通じて大幅に低下しました。 

 

新興国債券市況 

新興国金利は、前期末と比較して、多くの国で長期金利が低下（債券価格は上昇）しました。期初は米国の

金融政策が緩和姿勢に転じたことから多くの国で利下げが実施され、新興国金利は低下基調となりました。期

の後半にはＦＲＢ、ＥＣＢの緩和策強化を受け、新興国金利は一段と低下しました。 

 

国内株式市況 

国内株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期の前半は、米中通商協議の交渉進展やＦＲＢの利下げ

観測の高まりから緩やかに上昇しましたが、世界景気の先行き不透明感が高まると不安定な動きとなりまし

た。期の後半は、世界景気の底入れ期待と主要国の金融緩和策で投資家のリスク回避姿勢が和らぎ、国内株式

市場は上昇基調となりました。 

 

先進国株式市況 

先進国株式市場は、前期末と比較して大幅に上昇しました。期の前半は、ＦＲＢが利上げの一時停止の可能

性を示唆したことなどを背景に上昇しましたが、米中貿易摩擦問題が再燃すると不安定な動きとなりました。

期の後半は、世界景気の底入れ期待と主要国の金融緩和策で投資家のリスク回避姿勢が和らぎ、上昇基調とな

りました。期末にかけては、米中貿易摩擦の緩和期待が高まり、米中通商協議が部分合意に達すると、先進国

株式市場は一層上昇しました。 

 

新興国株式市況 

新興国株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期の前半は、ＦＲＢが利上げの一時停止の可能性を示

唆したことなどを好感し上昇しましたが、その後米中貿易摩擦激化への懸念などから不安定な動きとなりま

した。期の後半は、世界景気の底入れ期待と主要国の金融緩和策で投資家のリスク回避姿勢が和らぎ、新興国

市場は上昇基調となりました。 

 

  

投資環境 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

国内リート市況 

国内リート市場は、前期末と比較して大幅に上昇しました。期の前半は、国内外の長期金利がマイナス圏ま

で低下するなか、国内長期金利や株式配当利回りに比べ相対的に高い分配金利回りを求める投資資金の流入

が続き、上昇基調となりました。期末にかけては、国内長期金利が急上昇し国内リート市場は一時下落する局

面がありましたが、金利上昇が一服すると落ち着いた動きとなりました。 

 

先進国リート市況 

先進国リート市場は、前期末と比較して上昇しました。期の前半は、ＦＲＢが利上げの一時停止の可能性を

示唆したことなどを受け上昇しましたが、米中貿易摩擦問題が再燃すると不安定な動きとなりました。期の後

半は、世界的な金利低下を背景に投資資金の流入が続きましたが、金利が上昇に転じると、先進国リート市場

は軟調な動きとなりました。期末にかけては、投資家のリスク回避姿勢が和らぎ上昇基調となりました。 

 

為替市況 

前期末と比較して、円は米ドルに対して横ばいで推移し、ユーロなど主要通貨に対して上昇しました。 

米ドルに対しては、期の前半は世界景気の減速懸念や米中対立に対する過度な警戒感が緩和され円安基調

となりましたが、ＦＲＢの金融緩和観測が広がるにつれ米ドルは売られ円高が進行しました。期の後半は、米

国の緩和的な金融政策が当面据え置かれるとの見方を背景に過度な円高圧力は緩和され、期末にかけては緩

やかに円安が進行しました。 

ユーロに対しては、欧州の低調な経済指標やイギリスのＥＵ（欧州連合）離脱問題等を背景に、期を通じて

円高傾向で推移しました。 

新興国通貨は、前期末と比較して、多くの通貨で米ドル・円に対して横ばいで推移しました。期の前半は、

米国の利下げ観測の高まりを背景に多くの新興国でも利下げが実施され、米ドルに対しては横ばいで推移し、

金融緩和余地の少ない日本円に対しては新興国通貨安が進行しました。期の後半は、米中貿易摩擦の緩和期待

の高まりなどから投資家のリスク志向が強まり、米ドル・円に対して新興国通貨は買われました。 

 

 

当ファンドは、主として各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の

債券・株式・上場投資信託証券ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含

む。）への分散投資を行い、信託財産の中長期的な安定性を重視した運用を行いました。 

各マザーファンド受益証券への投資は、以下のプロセスで資産配分比率を決定して行いました。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程度） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

基本的資産配分の策定は、中長期的な目標リターンからの下方リスクを低減することを目的として、定量モ

デルに基づき決定しています。2019年３月に、各資産のリスクプレミアムの更新およびシミュレーションの再

実施を行い、中長期的な目標リターンに応じた基本的資産配分の変更を実施しました。また2019年９月に、投

資対象に親投資信託「ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）」受益証券を追加し、各資産のリ

スクプレミアムの更新およびシミュレーションの再実施を行い、中長期的な目標リターンに応じた基本的資

産配分の変更を実施しました。次回の見直しは2020年３月頃を予定しています。 

 
  

当ファンドのポートフォリオ 
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市場環境への対応について、前期末時点の資産配分は全資産を中立としていました。 

期中においては以下の対応を行いました。１）2019年２月上旬に、国内株式の魅力度を引上げ、それに応じ

て国内債券の魅力度を引下げ、２）同月中旬に国内株式の魅力度を中立、それに応じて国内債券の魅力度を中

立、３）８月に国内株式の魅力度引下げ、それに応じて国内債券の魅力度引上げ、４）９月に国内株式の魅力

度を中立、それに応じて国内債券と先進国債券（為替ヘッジあり）の魅力度を中立、５）12月に国内株式の魅

力度引上げ、それに応じて国内債券と先進国債券（為替ヘッジあり）の魅力度引下げ、６）2020年１月に国内

株式の魅力度を中立、それに応じて国内債券と先進国債券（為替ヘッジあり）の魅力度を中立。 

当期末時点の資産配分は全資産中立としています。 

魅力度を変更する資産の配分比率は、下方リスクを低減する基本的資産配分比率の特性を維持することを

考慮して決定します。なお、2019年９月より先進国債券（為替ヘッジあり）の市況動向に応じた資産配分の見

直しは、国内債券と合わせて投資判断を行っております。 

 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 

国内の債券を主要投資対象とし、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指してファン

ドの特性値（満期構成やデュレーション（金利感応度））をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを

構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持し

ました。また、ベンチマークとの連動性を高めるため、投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り

予約）を行いました。 

 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動

きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持し

ました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。ＥＴＦへの投資を通じて実質債券組入比率は期を通じて高位に維持しました。

なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指

してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。

株式組入比率は期を通じて高位に維持しました。 
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ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概

ね一致させたポートフォリオを構築しました。先物を含めた実質株式組入比率は期を通じて高位に維持しま

した。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。先物を含めた実質株式組入比率は期を通じて高位に維持しまし

た。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。不動産投資信託証券の組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。不動産投資信託証券の組入比率は期を

通じて高位に維持しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、信託財産の中長期的な成

長に資することを考慮して、見送りとさせていただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につき

ましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第４期 

2019年１月26日～ 
2020年１月27日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 764  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンドは、信託財産の中長期的な安定性を重視した成長を目指して運用を行います。各マザーファンド

受益証券への投資比率は、５年から10年程度の中長期的な運用収益目標（円短期金利（３ヵ月円ＬＩＢＯＲ）

＋２％（年率、信託報酬控除後、その他の費用については考慮せず））の追求および当ファンド全体の下方リ

スク水準の低減を目指して資産配分比率を策定のうえ決定するとともに、投資環境に応じて運用期間中も変

更します。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、以下のプロセスで決定します。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程

度、2020年３月頃に見直し予定） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 

引き続き、主としてＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券に投資し、ＮＯＭＵＲＡ－

ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国

の債券に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）の動きに連動する投資成果を

目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

 

  

分配金 
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ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券

に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用

を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 

引き続き、主として東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている国内の株式に投資し、東証株

価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている日本を除

く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資

成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 70  0.664  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (33)  (0.310)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (33)  (0.310)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 5)  (0.044)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.006   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.002)   

 （ 新 株 予 約 権 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.003)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.003   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.002)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.001)   

（d） そ の 他 費 用 2   0.024   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.014)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.009)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 73   0.697    

期中の平均基準価額は、10,569円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

○売買及び取引の状況 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＡＭ国内株式マザーファンド 4,621,717 5,155,000 5,314,645 5,876,000 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 101,596 136,000 182,386 238,000 
ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 858,543 1,047,000 436,645 559,000 
ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 187,045 235,000 170,935 220,000 
ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 114,821 129,000 102,773 117,000 
ＲＡＭ国内債券マザーファンド 4,845,805 5,152,000 14,835,951 16,031,000 
ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 2,138,268 2,095,000 2,291,131 2,251,000 
ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 152,098 163,000 81,632 90,000 
ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 16,384,471 17,175,000 2,443,365 2,514,000 

 
 
 

○株式売買比率 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＡＭ国内株式 
マザーファンド 

ＲＡＭ先進国株式 
マザーファンド 

ＲＡＭ新興国株式
マザーファンド 

ＲＡＭ先進国リート 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 38,371,497千円 20,126,318千円 3,595,845千円 950千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 29,407,275千円 25,929,311千円 5,687,828千円 61千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.30   0.77   0.63   15.44   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

 

＜ＲＡＭ国内株式マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 57 23 89 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングス、株式会社関西みらいフィナンシャルグループです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2020年１月27日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 2,435,863 1,742,935 2,076,359 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 490,024 409,235 605,136 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 1,036,694 1,458,591 2,065,511 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 399,760 415,870 576,104 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 478,484 490,532 596,193 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 15,753,351 5,763,205 6,134,932 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 3,438,023 3,285,160 3,343,308 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 454,671 525,138 592,355 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） － 13,941,105 14,391,403 
 
 
 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

○投資信託財産の構成 (2020年１月27日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 2,076,359 6.8 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 605,136 2.0 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 2,065,511 6.8 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 576,104 1.9 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 596,193 1.9 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 6,134,932 20.1 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 3,343,308 10.9 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 592,355 1.9 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 14,391,403 47.0 

コール・ローン等、その他 215,494 0.7 

投資信託財産総額 30,596,795 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＡＭ先進国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（56,343,483千円）の投資信託財産総額（57,318,159千円）

に対する比率は98.3％です。 

（注） ＲＡＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（10,413,126千円）の投資信託財産総額（10,645,454千円）

に対する比率は97.8％です。 

（注） ＲＡＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（24,812,487千円）の投資信託財産総額（25,224,062千円）

に対する比率は98.4％です。 

（注） ＲＡＭ先進国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（30,468,967千円）の投資信託財産総額（30,580,709千円）

に対する比率は99.6％です。 

（注） ＲＡＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（6,055,798千円）の投資信託財産総額（6,180,547千円）に

対する比率は98.0％です。 

（注） ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（169,046,388千円）の投資信託財産総額

（175,320,802千円）に対する比率は96.4％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=109.06円、1カナダドル=82.94

円、1メキシコペソ=5.79円、1ブラジルレアル=26.07円、1チリペソ=0.1402円、1コロンビアペソ=0.0324円、1ユーロ=120.30円、1英ポ

ンド=142.51円、1スイスフラン=112.39円、1スウェーデンクローナ=11.40円、1ノルウェークローネ=12.05円、1デンマーククローネ

=16.10円、1トルコリラ=18.34円、1チェココルナ=4.78円、1ハンガリーフォリント=0.3576円、1ポーランドズロチ=28.27円、1オースト

ラリアドル=74.30円、1ニュージーランドドル=71.82円、1香港ドル=14.03円、1シンガポールドル=80.60円、1マレーシアリンギット

=26.87円、1タイバーツ=3.55円、1フィリピンペソ=2.15円、1インドネシアルピア=0.0081円、1韓国ウォン=0.0934円、1新台湾ドル=3.63

円、1オフショア人民元=15.69円、1インドルピー=1.54円、1イスラエルシュケル=31.54円、1カタールリアル=29.83円、1南アフリカラ

ンド=7.56円、1アラブディルハム=29.74円、1サウジアラビアリアル=29.11円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 

 該当事項はございません。 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年１月27日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 30,596,795,364   

 コール・ローン等 215,489,268   

 ＲＡＭ国内株式マザーファンド(評価額) 2,076,359,475   

 ＲＡＭ国内リートマザーファンド(評価額) 605,136,356   

 ＲＡＭ先進国株式マザーファンド(評価額) 2,065,511,804   

 ＲＡＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 576,104,759   

 ＲＡＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 596,193,309   

 ＲＡＭ国内債券マザーファンド(評価額) 6,134,932,783   

 ＲＡＭ先進国債券マザーファンド(評価額) 3,343,308,287   

 ＲＡＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 592,355,745   

 ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 14,391,403,578   

(B) 負債 130,840,155   

 未払解約金 33,027,316   

 未払信託報酬 96,446,019   

 未払利息 584   

 その他未払費用 1,366,236   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 30,465,955,209   

 元本 28,302,487,782   

 次期繰越損益金 2,163,467,427   

(D) 受益権総口数 28,302,487,782口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,764円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は24,982,698,968円、期中追加設定元

本額は8,485,272,377円、期中一部解約元本額は5,165,483,563

円です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は1.0764円です。 

○損益の状況 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      190,151   

 支払利息 △      190,151   

(B) 有価証券売買損益 1,217,481,217   

 売買益 1,626,844,399   

 売買損 △  409,363,182   

(C) 信託報酬等 △  184,810,560   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,032,480,506   

(E) 前期繰越損益金 266,874,924   

(F) 追加信託差損益金 864,111,997   

 (配当等相当額) (    725,489,069)  

 (売買損益相当額) (    138,622,928)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,163,467,427   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,163,467,427   

 追加信託差損益金 864,111,997   

 (配当等相当額) (    734,827,609)  

 (売買損益相当額) (    129,284,388)  

 分配準備積立金 1,299,355,430   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（402,402,301

円）、費用控除後の有価証券等損益額（103,465,643円）、信託約

款に規定する収益調整金（864,111,997円）および分配準備積立

金（793,487,486円）より分配対象収益は2,163,467,427円（１

万口当たり764円）ですが、当期に分配した金額はありません。
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

○お知らせ 

・当ファンドの投資対象に、親投資信託「ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）」受益証券を

追加し幅広い投資機会を追求することで、さらなるリターンの安定性の向上を目指すため、約款に所要の変

更を行いました。 

・文言の一部を整備するため、約款に所要の変更を行いました。 

（2019年９月３日） 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 
愛称：R246（安定成長型） 

 

 
第４期（決算日 2020年１月27日） 

  
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 信 託 期 間 2016年２月26日から無期限です。 

運 用 方 針 
主として以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式・上場投資信託証券
ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含む。）への分散投資を行い、信託財産の中長期的な安定
性と成長性のバランスを重視した運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

りそなラップ型ファンド（安定成長型） 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド ・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている

新興国の債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド ・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている株式 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている先進国株式等（日本の株式を除きま

す。以下同じ。） 
・先進国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 
・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券（一般社団法人投資信託協

会規則に規定する不動産投資信託証券をいいます。） 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信
託証券（一般社団法人投資信託協会規則に規定する不動産投資信託証券をいいます。） 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

主 な 
投 資 制 限 

りそなラップ型ファンド（安定成長型） 株式への実質投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 
不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合に
は、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向
等を勘案して分配金額を決定します。ただし、信託財産の中長期的な成長に資することを考慮して分配を行わないことがあります。 

 

 

 

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
2016年２月26日 10,000 － － － － － － 4,714 
１期(2017年１月25日) 10,254 0 2.5 16.5 1.1 57.8 23.5 11,533 
２期(2018年１月25日) 11,092 0 8.2 31.4 1.6 52.4 13.4 13,222 
３期(2019年１月25日) 10,460 0 △5.7 25.5 1.4 61.1 10.8 15,814 
４期(2020年１月27日) 11,280 0 7.8 31.7 5.7 46.7 14.9 21,818  

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2019年１月25日 10,460 － 25.5 1.4 61.1 10.8 

１月末 10,520 0.6 25.4 1.5 61.1 11.0 
２月末 10,747 2.7 25.0 1.2 62.0 10.6 
３月末 10,853 3.8 23.9 2.3 62.3 10.7 
４月末 10,903 4.2 24.2 1.8 62.0 10.5 
５月末 10,600 1.3 24.4 1.5 62.4 10.5 
６月末 10,802 3.3 23.6 2.8 62.3 10.5 
７月末 10,859 3.8 22.8 3.2 62.2 10.7 
８月末 10,727 2.6 16.2 3.9 68.5 10.3 
９月末 10,857 3.8 33.3 4.4 46.6 15.0 
10月末 11,047 5.6 33.3 7.2 46.0 15.2 
11月末 11,135 6.5 34.7 4.4 45.0 14.8 
12月末 11,211 7.2 37.8 6.0 40.4 15.4 
(期  末)       

2020年１月27日 11,280 7.8 31.7 5.7 46.7 14.9  
（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   
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○運用経過 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2019年１月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

各マザーファンドを通じて投資を行った結果、当ファンドの基準価額は前期末10,460円から当期末11,280

円となり、820円の値上がりとなりました。特に先進国株式と先進国債券が基準価額の主な値上がり要因とな

りました。 

投資対象とする資産の当期間の値動きは、先進国債券（為替ヘッジあり）が下落した一方、そのほかのすべ

ての資産は上昇しました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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国内債券市況 

国内長期金利は、前期末と比較して横ばいでした。期の前半は、米中貿易摩擦問題への警戒感や世界景気の

減速懸念からリスク回避の姿勢が強まり、長期金利は低下（債券価格は上昇）基調となりました。期の後半は

ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）による利下げ等を受け世界的に金利が低下し、国内長期金利にも一層の低下

圧力がかかりました。期末にかけては、世界的な製造業の調整一巡を反映し、国内長期金利は上昇基調に転じ

ました。 

 

先進国債券市況 

先進国金利は、前期末と比較して、米欧ともに長期金利は低下（債券価格は上昇）しました。米長期金利は、

期の前半は米中貿易摩擦問題への警戒感や世界景気の減速懸念からリスク回避の姿勢が強まり、低下基調と

なりました。その後ＦＲＢの利下げ観測が高まり、期の後半に約10年半ぶりの利下げが決定すると、米長期金

利は約３年ぶりの水準まで低下しました。欧州各国の長期金利は、欧州景気の先行き懸念からＥＣＢ（欧州中

央銀行）の緩和観測が高まり、ドイツ長期金利がマイナス圏に転じるなど、期を通じて大幅に低下しました。 

 

新興国債券市況 

新興国金利は、前期末と比較して、多くの国で長期金利が低下（債券価格は上昇）しました。期初は米国の

金融政策が緩和姿勢に転じたことから多くの国で利下げが実施され、新興国金利は低下基調となりました。期

の後半にはＦＲＢ、ＥＣＢの緩和策強化を受け、新興国金利は一段と低下しました。 

 

国内株式市況 

国内株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期の前半は、米中通商協議の交渉進展やＦＲＢの利下げ

観測の高まりから緩やかに上昇しましたが、世界景気の先行き不透明感が高まると不安定な動きとなりまし

た。期の後半は、世界景気の底入れ期待と主要国の金融緩和策で投資家のリスク回避姿勢が和らぎ、国内株式

市場は上昇基調となりました。 

 

先進国株式市況 

先進国株式市場は、前期末と比較して大幅に上昇しました。期の前半は、ＦＲＢが利上げの一時停止の可能

性を示唆したことなどを背景に上昇しましたが、米中貿易摩擦問題が再燃すると不安定な動きとなりました。

期の後半は、世界景気の底入れ期待と主要国の金融緩和策で投資家のリスク回避姿勢が和らぎ、上昇基調とな

りました。期末にかけては、米中貿易摩擦の緩和期待が高まり、米中通商協議が部分合意に達すると、先進国

株式市場は一層上昇しました。 

 

新興国株式市況 

新興国株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期の前半は、ＦＲＢが利上げの一時停止の可能性を示

唆したことなどを好感し上昇しましたが、その後米中貿易摩擦激化への懸念などから不安定な動きとなりま

した。期の後半は、世界景気の底入れ期待と主要国の金融緩和策で投資家のリスク回避姿勢が和らぎ、新興国

市場は上昇基調となりました。 

 

  

投資環境 
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国内リート市況 

国内リート市場は、前期末と比較して大幅に上昇しました。期の前半は、国内外の長期金利がマイナス圏ま

で低下するなか、国内長期金利や株式配当利回りに比べ相対的に高い分配金利回りを求める投資資金の流入

が続き、上昇基調となりました。期末にかけては、国内長期金利が急上昇し国内リート市場は一時下落する局

面がありましたが、金利上昇が一服すると落ち着いた動きとなりました。 

 

先進国リート市況 

先進国リート市場は、前期末と比較して上昇しました。期の前半は、ＦＲＢが利上げの一時停止の可能性を

示唆したことなどを受け上昇しましたが、米中貿易摩擦問題が再燃すると不安定な動きとなりました。期の後

半は、世界的な金利低下を背景に投資資金の流入が続きましたが、金利が上昇に転じると、先進国リート市場

は軟調な動きとなりました。期末にかけては、投資家のリスク回避姿勢が和らぎ上昇基調となりました。 

 

為替市況 

前期末と比較して、円は米ドルに対して横ばいで推移し、ユーロなど主要通貨に対して上昇しました。 

米ドルに対しては、期の前半は世界景気の減速懸念や米中対立に対する過度な警戒感が緩和され円安基調

となりましたが、ＦＲＢの金融緩和観測が広がるにつれ米ドルは売られ円高が進行しました。期の後半は、米

国の緩和的な金融政策が当面据え置かれるとの見方を背景に過度な円高圧力は緩和され、期末にかけては緩

やかに円安が進行しました。 

ユーロに対しては、欧州の低調な経済指標やイギリスのＥＵ（欧州連合）離脱問題等を背景に、期を通じて

円高傾向で推移しました。 

新興国通貨は、前期末と比較して、多くの通貨で米ドル・円に対して横ばいで推移しました。期の前半は、

米国の利下げ観測の高まりを背景に多くの新興国でも利下げが実施され、米ドルに対しては横ばいで推移し、

金融緩和余地の少ない日本円に対しては新興国通貨安が進行しました。期の後半は、米中貿易摩擦の緩和期待

の高まりなどから投資家のリスク志向が強まり、米ドル・円に対して新興国通貨は買われました。 

 

 

当ファンドは、主として各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の

債券・株式・上場投資信託証券ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含

む。）への分散投資を行い、信託財産の中長期的な安定性と成長性のバランスを重視した運用を行いました。 

各マザーファンド受益証券への投資は、以下のプロセスで資産配分比率を決定して行いました。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程度） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

基本的資産配分の策定は、中長期的な目標リターンからの下方リスクを低減することを目的として、定量モ

デルに基づき決定しています。2019年３月に、各資産のリスクプレミアムの更新およびシミュレーションの再

実施を行い、中長期的な目標リターンに応じた基本的資産配分の変更を実施しました。また2019年９月に、投

資対象に親投資信託「ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）」受益証券を追加し、各資産のリ

スクプレミアムの更新およびシミュレーションの再実施を行い、中長期的な目標リターンに応じた基本的資

産配分の変更を実施しました。次回の見直しは2020年３月頃を予定しています。 

 
  

当ファンドのポートフォリオ 
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市場環境への対応について、前期末時点の資産配分は全資産を中立としていました。 

期中においては以下の対応を行いました。１）2019年２月上旬に、国内株式の魅力度を引上げ、それに応じ

て国内債券の魅力度を引下げ、２）同月中旬に国内株式の魅力度を中立、それに応じて国内債券の魅力度を中

立、３）８月に国内株式の魅力度引下げ、それに応じて国内債券の魅力度引上げ、４）９月に国内株式の魅力

度を中立、それに応じて国内債券と先進国債券（為替ヘッジあり）の魅力度を中立、５）12月に国内株式の魅

力度引上げ、それに応じて国内債券と先進国債券（為替ヘッジあり）の魅力度引下げ、６）2020年１月に国内

株式の魅力度を中立、それに応じて国内債券と先進国債券（為替ヘッジあり）の魅力度を中立。 

当期末時点の資産配分は全資産中立としています。 

魅力度を変更する資産の配分比率は、下方リスクを低減する基本的資産配分比率の特性を維持することを

考慮して決定します。なお、2019年９月より先進国債券（為替ヘッジあり）の市況動向に応じた資産配分の見

直しは、国内債券と合わせて投資判断を行っております。 

 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 

国内の債券を主要投資対象とし、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指してファン

ドの特性値（満期構成やデュレーション（金利感応度））をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを

構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持し

ました。また、ベンチマークとの連動性を高めるため、投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り

予約）を行いました。 

 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動

きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持し

ました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。ＥＴＦへの投資を通じて実質債券組入比率は期を通じて高位に維持しました。

なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指

してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。

株式組入比率は期を通じて高位に維持しました。 
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ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概

ね一致させたポートフォリオを構築しました。先物を含めた実質株式組入比率は期を通じて高位に維持しま

した。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。先物を含めた実質株式組入比率は期を通じて高位に維持しまし

た。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。不動産投資信託証券の組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。不動産投資信託証券の組入比率は期を

通じて高位に維持しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、信託財産の中長期的な成

長に資することを考慮して、見送りとさせていただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につき

ましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第４期 

2019年１月26日～ 
2020年１月27日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,327  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンドは、信託財産の中長期的な安定性と成長性のバランスを重視した成長を目指して運用を行いま

す。各マザーファンド受益証券への投資比率は、５年から10年程度の中長期的な運用収益目標（円短期金利

（３ヵ月円ＬＩＢＯＲ）＋４％（年率、信託報酬控除後、その他の費用については考慮せず））の追求および当

ファンド全体の下方リスク水準の低減を目指して資産配分比率を策定のうえ決定するとともに、投資環境に

応じて運用期間中も変更します。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、以下のプロセスで決定します。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程

度、2020年３月頃に見直し予定） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 

引き続き、主としてＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券に投資し、ＮＯＭＵＲＡ－

ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国

の債券に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）の動きに連動する投資成果を

目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

 

  

分配金 
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ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券

に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用

を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 

引き続き、主として東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている国内の株式に投資し、東証株

価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている日本を除

く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資

成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 120  1.106  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 58)  (0.531)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 58)  (0.531)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.044)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.017   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.006)   

 （ 新 株 予 約 権 証 券 ） (  0)  (0.000)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  1)  (0.008)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.003)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.009   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.006)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.003)   

（d） そ の 他 費 用 5   0.048   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  4)  (0.038)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.009)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.001)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 128   1.180    

期中の平均基準価額は、10,855円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＡＭ国内株式マザーファンド 4,586,052 5,059,000 2,683,489 2,988,000 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 235,162 304,000 202,005 282,000 
ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 2,617,409 3,181,000 876,756 1,102,000 
ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 543,188 676,000 1,571,277 1,901,000 
ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 1,271,950 1,433,000 392,839 437,000 
ＲＡＭ国内債券マザーファンド 3,031,338 3,258,000 543,728 580,000 
ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 1,907,542 1,865,000 11,354,090 11,257,000 
ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 115,183 124,000 24,042 27,000 
ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 8,175,049 8,555,000 1,440,397 1,483,000 

 
 
 

○株式売買比率 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＡＭ国内株式 
マザーファンド 

ＲＡＭ先進国株式 
マザーファンド 

ＲＡＭ新興国株式
マザーファンド 

ＲＡＭ先進国リート 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 38,371,497千円 20,126,318千円 3,595,845千円 950千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 29,407,275千円 25,929,311千円 5,687,828千円 61千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.30   0.77   0.63   15.44   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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＜ＲＡＭ国内株式マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 57 23 89 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングス、株式会社関西みらいフィナンシャルグループです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2020年１月27日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 1,080,849 2,983,412 3,554,139 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 260,989 294,146 434,954 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 935,591 2,676,244 3,789,830 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 1,645,174 617,085 854,848 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 1,045,927 1,925,038 2,339,692 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 295,853 2,783,463 2,962,997 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 9,868,647 422,099 429,570 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 286,092 377,233 425,519 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） － 6,734,651 6,952,180 
 
 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

○投資信託財産の構成 (2020年１月27日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 3,554,139 16.2 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 434,954 2.0 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 3,789,830 17.3 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 854,848 3.9 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 2,339,692 10.7 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 2,962,997 13.5 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 429,570 2.0 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 425,519 1.9 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 6,952,180 31.7 

コール・ローン等、その他 211,936 0.8 

投資信託財産総額 21,955,665 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＡＭ先進国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（56,343,483千円）の投資信託財産総額（57,318,159千円）

に対する比率は98.3％です。 

（注） ＲＡＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（10,413,126千円）の投資信託財産総額（10,645,454千円）

に対する比率は97.8％です。 

（注） ＲＡＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（24,812,487千円）の投資信託財産総額（25,224,062千円）

に対する比率は98.4％です。 

（注） ＲＡＭ先進国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（30,468,967千円）の投資信託財産総額（30,580,709千円）

に対する比率は99.6％です。 

（注） ＲＡＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（6,055,798千円）の投資信託財産総額（6,180,547千円）に

対する比率は98.0％です。 

（注） ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（169,046,388千円）の投資信託財産総額

（175,320,802千円）に対する比率は96.4％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=109.06円、1カナダドル=82.94

円、1メキシコペソ=5.79円、1ブラジルレアル=26.07円、1チリペソ=0.1402円、1コロンビアペソ=0.0324円、1ユーロ=120.30円、1英ポ

ンド=142.51円、1スイスフラン=112.39円、1スウェーデンクローナ=11.40円、1ノルウェークローネ=12.05円、1デンマーククローネ

=16.10円、1トルコリラ=18.34円、1チェココルナ=4.78円、1ハンガリーフォリント=0.3576円、1ポーランドズロチ=28.27円、1オースト

ラリアドル=74.30円、1ニュージーランドドル=71.82円、1香港ドル=14.03円、1シンガポールドル=80.60円、1マレーシアリンギット

=26.87円、1タイバーツ=3.55円、1フィリピンペソ=2.15円、1インドネシアルピア=0.0081円、1韓国ウォン=0.0934円、1新台湾ドル=3.63

円、1オフショア人民元=15.69円、1インドルピー=1.54円、1イスラエルシュケル=31.54円、1カタールリアル=29.83円、1南アフリカラ

ンド=7.56円、1アラブディルハム=29.74円、1サウジアラビアリアル=29.11円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 

 該当事項はございません。 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年１月27日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 21,955,665,359   

 コール・ローン等 211,932,204   

 ＲＡＭ国内株式マザーファンド(評価額) 3,554,139,229   

 ＲＡＭ国内リートマザーファンド(評価額) 434,954,226   

 ＲＡＭ先進国株式マザーファンド(評価額) 3,789,830,506   

 ＲＡＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 854,848,719   

 ＲＡＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 2,339,692,082   

 ＲＡＭ国内債券マザーファンド(評価額) 2,962,997,172   

 ＲＡＭ先進国債券マザーファンド(評価額) 429,570,585   

 ＲＡＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 425,519,662   

 ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 6,952,180,974   

(B) 負債 137,161,903   

 未払解約金 26,548,996   

 未払信託報酬 109,680,132   

 未払利息 574   

 その他未払費用 932,201   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 21,818,503,456   

 元本 19,342,581,547   

 次期繰越損益金 2,475,921,909   

(D) 受益権総口数 19,342,581,547口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,280円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は15,118,454,328円、期中追加設定元

本額は6,629,563,738円、期中一部解約元本額は2,405,436,519

円です。 

（注）当期末の１口当たり純資産額は1.1280円です。 
 

○損益の状況 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      144,134   

 支払利息 △      144,134   

(B) 有価証券売買損益 1,502,377,643   

 売買益 1,855,534,676   

 売買損 △  353,157,033   

(C) 信託報酬等 △  202,825,382   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,299,408,127   

(E) 前期繰越損益金 131,736,666   

(F) 追加信託差損益金 1,044,777,116   

 (配当等相当額) (  1,127,143,662)  

 (売買損益相当額) (△   82,366,546)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,475,921,909   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,475,921,909   

 追加信託差損益金 1,044,777,116   

 (配当等相当額) (  1,137,280,558)  

 (売買損益相当額) (△   92,503,442)  

 分配準備積立金 1,431,144,793   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（373,778,406

円）、費用控除後の有価証券等損益額（120,608,203円）、信託約

款に規定する収益調整金（1,137,280,558円）および分配準備積

立金（936,758,184円）より分配対象収益は2,568,425,351円（１

万口当たり1,327円）ですが、当期に分配した金額はありません。

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

○お知らせ 

・当ファンドの投資対象に、親投資信託「ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）」受益証券を

追加し幅広い投資機会を追求することで、さらなるリターンの安定性の向上を目指すため、約款に所要の変

更を行いました。 

・文言の一部を整備するため、約款に所要の変更を行いました。 

（2019年９月３日） 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 
愛称：R246（成長型） 

 

 
第４期（決算日 2020年１月27日） 

  
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 信 託 期 間 2016年２月26日から無期限です。 

運 用 方 針 
主として以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式・上場投資信託
証券ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含む。）への分散投資を行い、信託財産の中長
期的な成長性を重視した運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

りそなラップ型ファンド（成長型） 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド ・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている

新興国の債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド ・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている株式 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている先進国株式等（日本の株式を除きま

す。以下同じ。） 
・先進国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 
・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券（一般社団法人投資信託協

会規則に規定する不動産投資信託証券をいいます。） 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信
託証券（一般社団法人投資信託協会規則に規定する不動産投資信託証券をいいます。） 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

主 な 
投 資 制 限 

りそなラップ型ファンド（成長型） 株式への実質投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 
不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合に
は、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向
等を勘案して分配金額を決定します。ただし、信託財産の中長期的な成長に資することを考慮して分配を行わないことがあります。 

 

 

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
2016年２月26日 10,000 － － － － － － 2,656 
１期(2017年１月25日) 10,940 0 9.4 50.1 2.2 9.6 37.1 4,579 
２期(2018年１月25日) 12,340 0 12.8 64.1 2.8 3.7 28.7 5,569 
３期(2019年１月25日) 11,363 0 △ 7.9 66.6 3.2 3.9 25.9 7,562 
４期(2020年１月27日) 13,102 0 15.3 55.0 14.0 3.9 26.3 11,154  

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2019年１月25日 11,363 － 66.6 3.2 3.9 25.9 

１月末 11,489 1.1 66.0 3.5 3.9 26.2 
２月末 11,893 4.7 66.4 3.4 3.9 25.7 
３月末 11,979 5.4 63.2 6.0 3.9 26.4 
４月末 12,275 8.0 63.7 5.3 3.8 26.3 
５月末 11,611 2.2 65.2 4.0 4.0 26.1 
６月末 11,928 5.0 62.7 6.7 3.9 25.9 
７月末 12,156 7.0 59.9 9.3 3.9 26.4 
８月末 11,702 3.0 54.5 9.1 9.9 26.0 
９月末 12,090 6.4 58.7 10.7 3.8 26.5 
10月末 12,564 10.6 56.5 17.4 3.7 26.3 
11月末 12,796 12.6 59.0 10.2 3.8 26.4 
12月末 13,025 14.6 58.8 13.6 3.7 23.6 
(期  末)       

2020年１月27日 13,102 15.3 55.0 14.0 3.9 26.3  
（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   
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○運用経過 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2019年１月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

各マザーファンドを通じて投資を行った結果、当ファンドの基準価額は前期末11,363円から当期末13,102

円となり、1,739円の値上がりとなりました。特に先進国株式と先進国リートが基準価額の主な値上がり要因

となりました。 

投資対象とする資産の当期間の値動きは先進国債券（為替ヘッジあり）が下落した一方、そのほかのすべて

の資産は上昇しました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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国内債券市況 

国内長期金利は、前期末と比較して横ばいでした。期の前半は、米中貿易摩擦問題への警戒感や世界景気の

減速懸念からリスク回避の姿勢が強まり、長期金利は低下（債券価格は上昇）基調となりました。期の後半は

ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）による利下げ等を受け世界的に金利が低下し、国内長期金利にも一層の低下

圧力がかかりました。期末にかけては、世界的な製造業の調整一巡を反映し、国内長期金利は上昇基調に転じ

ました。 

 

先進国債券市況 

先進国金利は、前期末と比較して、米欧ともに長期金利は低下（債券価格は上昇）しました。米長期金利は、

期の前半は米中貿易摩擦問題への警戒感や世界景気の減速懸念からリスク回避の姿勢が強まり、低下基調と

なりました。その後ＦＲＢの利下げ観測が高まり、期の後半に約10年半ぶりの利下げが決定すると、米長期金

利は約３年ぶりの水準まで低下しました。欧州各国の長期金利は、欧州景気の先行き懸念からＥＣＢ（欧州中

央銀行）の緩和観測が高まり、ドイツ長期金利がマイナス圏に転じるなど、期を通じて大幅に低下しました。 

 

新興国債券市況 

新興国金利は、前期末と比較して、多くの国で長期金利が低下（債券価格は上昇）しました。期初は米国の

金融政策が緩和姿勢に転じたことから多くの国で利下げが実施され、新興国金利は低下基調となりました。期

の後半にはＦＲＢ、ＥＣＢの緩和策強化を受け、新興国金利は一段と低下しました。 

 

国内株式市況 

国内株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期の前半は、米中通商協議の交渉進展やＦＲＢの利下げ

観測の高まりから緩やかに上昇しましたが、世界景気の先行き不透明感が高まると不安定な動きとなりまし

た。期の後半は、世界景気の底入れ期待と主要国の金融緩和策で投資家のリスク回避姿勢が和らぎ、国内株式

市場は上昇基調となりました。 

 

先進国株式市況 

先進国株式市場は、前期末と比較して大幅に上昇しました。期の前半は、ＦＲＢが利上げの一時停止の可能

性を示唆したことなどを背景に上昇しましたが、米中貿易摩擦問題が再燃すると不安定な動きとなりました。

期の後半は、世界景気の底入れ期待と主要国の金融緩和策で投資家のリスク回避姿勢が和らぎ、上昇基調とな

りました。期末にかけては、米中貿易摩擦の緩和期待が高まり、米中通商協議が部分合意に達すると、先進国

株式市場は一層上昇しました。 

 

新興国株式市況 

新興国株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期の前半は、ＦＲＢが利上げの一時停止の可能性を示

唆したことなどを好感し上昇しましたが、その後米中貿易摩擦激化への懸念などから不安定な動きとなりま

した。期の後半は、世界景気の底入れ期待と主要国の金融緩和策で投資家のリスク回避姿勢が和らぎ、新興国

市場は上昇基調となりました。 

 

  

投資環境 
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国内リート市況 

国内リート市場は、前期末と比較して大幅に上昇しました。期の前半は、国内外の長期金利がマイナス圏ま

で低下するなか、国内長期金利や株式配当利回りに比べ相対的に高い分配金利回りを求める投資資金の流入

が続き、上昇基調となりました。期末にかけては、国内長期金利が急上昇し国内リート市場は一時下落する局

面がありましたが、金利上昇が一服すると落ち着いた動きとなりました。 

 

先進国リート市況 

先進国リート市場は、前期末と比較して上昇しました。期の前半は、ＦＲＢが利上げの一時停止の可能性を

示唆したことなどを受け上昇しましたが、米中貿易摩擦問題が再燃すると不安定な動きとなりました。期の後

半は、世界的な金利低下を背景に投資資金の流入が続きましたが、金利が上昇に転じると、先進国リート市場

は軟調な動きとなりました。期末にかけては、投資家のリスク回避姿勢が和らぎ上昇基調となりました。 

 

為替市況 

前期末と比較して、円は米ドルに対して横ばいで推移し、ユーロなど主要通貨に対して上昇しました。 

米ドルに対しては、期の前半は世界景気の減速懸念や米中対立に対する過度な警戒感が緩和され円安基調

となりましたが、ＦＲＢの金融緩和観測が広がるにつれ米ドルは売られ円高が進行しました。期の後半は、米

国の緩和的な金融政策が当面据え置かれるとの見方を背景に過度な円高圧力は緩和され、期末にかけては緩

やかに円安が進行しました。 

ユーロに対しては、欧州の低調な経済指標やイギリスのＥＵ（欧州連合）離脱問題等を背景に、期を通じて

円高傾向で推移しました。 

新興国通貨は、前期末と比較して、多くの通貨で米ドル・円に対して横ばいで推移しました。期の前半は、

米国の利下げ観測の高まりを背景に多くの新興国でも利下げが実施され、米ドルに対しては横ばいで推移し、

金融緩和余地の少ない日本円に対しては新興国通貨安が進行しました。期の後半は、米中貿易摩擦の緩和期待

の高まりなどから投資家のリスク志向が強まり、米ドル・円に対して新興国通貨は買われました。 

 

 

当ファンドは、主として各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の

債券・株式・上場投資信託証券ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含

む。）への分散投資を行い、信託財産の中長期的な成長性を重視した運用を行いました。 

各マザーファンド受益証券への投資は、以下のプロセスで資産配分比率を決定して行いました。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程度） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

基本的資産配分の策定は、中長期的な目標リターンからの下方リスクを低減することを目的として、定量モ

デルに基づき決定しています。2019年３月に、各資産のリスクプレミアムの更新およびシミュレーションの再

実施を行い、中長期的な目標リターンに応じた基本的資産配分の変更を実施しました。また2019年９月に、投

資対象に親投資信託「ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）」受益証券を追加し、各資産のリ

スクプレミアムの更新およびシミュレーションの再実施を行い、中長期的な目標リターンに応じた基本的資

産配分の変更を実施しました。次回の見直しは2020年３月頃を予定しています。 

 
  

当ファンドのポートフォリオ 
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市場環境への対応について、前期末時点の資産配分は全資産を中立としていました。 

期中においては以下の対応を行いました。１）2019年２月上旬に、国内株式の魅力度を引上げ、それに応じ

て国内債券の魅力度を引下げ、２）同月中旬に国内株式の魅力度を中立、それに応じて国内債券の魅力度を中

立、３）８月に国内株式の魅力度引下げ、それに応じて国内債券の魅力度引上げ、４）９月に国内株式の魅力

度を中立、それに応じて国内債券と先進国債券（為替ヘッジあり）の魅力度を中立、５）12月に国内株式の魅

力度引上げ、それに応じて国内債券と先進国債券（為替ヘッジあり）の魅力度引下げ、６）2020年１月に国内

株式の魅力度を中立、それに応じて国内債券と先進国債券（為替ヘッジあり）の魅力度を中立。 

当期末時点の資産配分は全資産中立としています。 

魅力度を変更する資産の配分比率は、下方リスクを低減する基本的資産配分比率の特性を維持することを

考慮して決定します。なお、2019年９月より先進国債券（為替ヘッジあり）の市況動向に応じた資産配分の見

直しは、国内債券と合わせて投資判断を行っております。 

 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 

国内の債券を主要投資対象とし、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指してファン

ドの特性値（満期構成やデュレーション（金利感応度））をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを

構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持し

ました。また、ベンチマークとの連動性を高めるため、投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り

予約）を行いました。 

 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動

きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持し

ました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。ＥＴＦへの投資を通じて実質債券組入比率は期を通じて高位に維持しました。

なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指

してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。

株式組入比率は期を通じて高位に維持しました。 
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ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概

ね一致させたポートフォリオを構築しました。先物を含めた実質株式組入比率は期を通じて高位に維持しま

した。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。先物を含めた実質株式組入比率は期を通じて高位に維持しまし

た。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。不動産投資信託証券の組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。不動産投資信託証券の組入比率は期を

通じて高位に維持しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、信託財産の中長期的な成

長に資することを考慮して、見送りとさせていただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につき

ましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第４期 

2019年１月26日～ 
2020年１月27日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 3,102  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンドは、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。各マザーファンド受益証券への投資

比率は、５年から10年程度の中長期的な運用収益目標（円短期金利（３ヵ月円ＬＩＢＯＲ）＋６％（年率、信

託報酬控除後、その他の費用については考慮せず））の追求および当ファンド全体の下方リスク水準の低減を

目指して資産配分比率を策定のうえ決定するとともに、投資環境に応じて運用期間中も変更します。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、以下のプロセスで決定します。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程

度、2020年３月頃に見直し予定） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 

引き続き、主としてＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券に投資し、ＮＯＭＵＲＡ－

ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国

の債券に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）の動きに連動する投資成果を

目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

 

  

分配金 
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ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券

に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用

を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 

引き続き、主として東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている国内の株式に投資し、東証株

価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている日本を除

く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資

成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 148  1.217  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 71)  (0.586)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 71)  (0.586)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.044)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.035   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.011)   

 （ 新 株 予 約 権 証 券 ） (  0)  (0.000)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  2)  (0.016)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  1)  (0.008)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 3   0.021   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  2)  (0.014)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  1)  (0.007)   

（d） そ の 他 費 用 8   0.064   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  7)  (0.054)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.009)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.001)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 163   1.337    

期中の平均基準価額は、12,125円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＡＭ国内株式マザーファンド 1,798,056 2,008,000 2,394,978 2,659,000 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 296,910 401,000 511,590 661,000 
ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 1,859,022 2,353,000 633,411 813,000 
ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 623,973 812,000 254,044 329,000 
ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 984,511 1,118,000 318,616 361,000 
ＲＡＭ国内債券マザーファンド 554,102 593,500 635,741 688,000 
ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 70,838 70,500 9,138 9,000 
ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 63,230 68,500 7,180 8,000 
ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 524,358 551,000 373,552 387,000 

 
 
 

○株式売買比率 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＡＭ国内株式 
マザーファンド 

ＲＡＭ先進国株式 
マザーファンド 

ＲＡＭ新興国株式
マザーファンド 

ＲＡＭ先進国リート 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 38,371,497千円 20,126,318千円 3,595,845千円 950千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 29,407,275千円 25,929,311千円 5,687,828千円 61千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.30   0.77   0.63   15.44   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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＜ＲＡＭ国内株式マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 57 23 89 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングス、株式会社関西みらいフィナンシャルグループです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2020年１月27日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 2,017,125 1,420,203 1,691,888 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 604,302 389,622 576,135 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 2,228,933 3,454,544 4,891,980 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 486,048 855,977 1,185,785 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 1,028,975 1,694,870 2,059,945 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 141,806 60,167 64,048 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 156,276 217,977 221,835 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 138,608 194,658 219,574 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） － 150,806 155,677 
 
 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2020年１月27日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 1,691,888 15.1 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 576,135 5.1 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 4,891,980 43.6 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 1,185,785 10.6 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 2,059,945 18.3 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 64,048 0.6 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 221,835 2.0 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 219,574 2.0 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 155,677 1.4 

コール・ローン等、その他 164,335 1.3 

投資信託財産総額 11,231,202 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＡＭ先進国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（56,343,483千円）の投資信託財産総額（57,318,159千円）

に対する比率は98.3％です。 

（注） ＲＡＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（10,413,126千円）の投資信託財産総額（10,645,454千円）

に対する比率は97.8％です。 

（注） ＲＡＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（24,812,487千円）の投資信託財産総額（25,224,062千円）

に対する比率は98.4％です。 

（注） ＲＡＭ先進国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（30,468,967千円）の投資信託財産総額（30,580,709千円）

に対する比率は99.6％です。 

（注） ＲＡＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（6,055,798千円）の投資信託財産総額（6,180,547千円）に

対する比率は98.0％です。 

（注） ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（169,046,388千円）の投資信託財産総額

（175,320,802千円）に対する比率は96.4％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=109.06円、1カナダドル=82.94

円、1メキシコペソ=5.79円、1ブラジルレアル=26.07円、1チリペソ=0.1402円、1コロンビアペソ=0.0324円、1ユーロ=120.30円、1英ポ

ンド=142.51円、1スイスフラン=112.39円、1スウェーデンクローナ=11.40円、1ノルウェークローネ=12.05円、1デンマーククローネ

=16.10円、1トルコリラ=18.34円、1チェココルナ=4.78円、1ハンガリーフォリント=0.3576円、1ポーランドズロチ=28.27円、1オースト

ラリアドル=74.30円、1ニュージーランドドル=71.82円、1香港ドル=14.03円、1シンガポールドル=80.60円、1マレーシアリンギット

=26.87円、1タイバーツ=3.55円、1フィリピンペソ=2.15円、1インドネシアルピア=0.0081円、1韓国ウォン=0.0934円、1新台湾ドル=3.63

円、1オフショア人民元=15.69円、1インドルピー=1.54円、1イスラエルシュケル=31.54円、1カタールリアル=29.83円、1南アフリカラ

ンド=7.56円、1アラブディルハム=29.74円、1サウジアラビアリアル=29.11円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

 

 該当事項はございません。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年１月27日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 11,231,202,069   

 コール・ローン等 164,330,020   

 ＲＡＭ国内株式マザーファンド(評価額) 1,691,888,857   

 ＲＡＭ国内リートマザーファンド(評価額) 576,135,284   

 ＲＡＭ先進国株式マザーファンド(評価額) 4,891,980,409   

 ＲＡＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 1,185,785,047   

 ＲＡＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 2,059,945,208   

 ＲＡＭ国内債券マザーファンド(評価額) 64,048,725   

 ＲＡＭ先進国債券マザーファンド(評価額) 221,835,786   

 ＲＡＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 219,574,874   

 ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 155,677,859   

(B) 負債 76,957,379   

 未払解約金 15,861,815   

 未払信託報酬 60,626,718   

 未払利息 445   

 その他未払費用 468,401   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 11,154,244,690   

 元本 8,513,254,407   

 次期繰越損益金 2,640,990,283   

(D) 受益権総口数 8,513,254,407口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,102円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は6,654,797,679円、期中追加設定元

本額は4,205,065,813円、期中一部解約元本額は2,346,609,085

円です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は1.3102円です。 
 

○損益の状況 (2019年１月26日～2020年１月27日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       71,387   

 支払利息 △       71,387   

(B) 有価証券売買損益 1,264,558,147   

 売買益 1,470,428,971   

 売買損 △  205,870,824   

(C) 信託報酬等 △  111,712,793   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,152,773,967   

(E) 前期繰越損益金 59,103,780   

(F) 追加信託差損益金 1,429,112,536   

 (配当等相当額) (  1,292,323,358)  

 (売買損益相当額) (    136,789,178)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,640,990,283   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,640,990,283   

 追加信託差損益金 1,429,112,536   

 (配当等相当額) (  1,300,053,247)  

 (売買損益相当額) (    129,059,289)  

 分配準備積立金 1,211,877,747   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（212,161,767

円）、費用控除後の有価証券等損益額（515,298,384円）、信託約

款に規定する収益調整金（1,429,112,536円）および分配準備積

立金（484,417,596円）より分配対象収益は2,640,990,283円（１

万口当たり3,102円）ですが、当期に分配した金額はありません。

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

○お知らせ 

・当ファンドの投資対象に、親投資信託「ＲＡＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）」受益証券を

追加し幅広い投資機会を追求することで、さらなるリターンの安定性の向上を目指すため、約款に所要の変

更を行いました。 

・文言の一部を整備するため、約款に所要の変更を行いました。 

（2019年９月３日） 
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